
超高密度酸化物光ディスクに関する研究
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ＤＶＤ(DigitalVersatileDisk)は、映像・音楽・コンピューター用データの記録媒体を統

合するメディアとして期待されている。しかし現行の技術では、片面記録容量がＤＶＤ－

ＲＡＭで２６ＧＢ、ＤＶＤ－ＲＯＭで４７ＧＢを超える記録媒体を作ることは難しい。それは波長が

650nｍの半導体レーザーが光源として用いられているため、記録ドット径の縮小の限界が

あるためである。ところが最近、より短波長の400nｍ付近で発振するＧａＮ系半導体レーザ

ーが開発された。筆者らは以前より、ＺｎＯ系およびGa203、In203系の酸化物薄膜をArFエ

キシマレーザー（波長l93nm）光を用いて堆積させ、波長400nｍ以下での、asdeposited

状態（着色状態）とannealed状態（透明状態）問での大きな透過率差（反射率差）を確認

していた。またこれらを大面積化し実用化に近づけるためＲＦマグネトロンスバッタリング

法で堆積させ種々検討した。得られた結果は次の通りである。

ｌ）ＺｎＯに7ｗｔ％のGa203を添加したＧＺＯ（7ｗｔ％）のasdeposited状態（着色状態）と

４００°Ｃ×3ｍinのannealed状態（透明状態）間の透過率差△'Ｔが、波長400～700nｍで７０

～80％になった。

２）ＸＲＤで測定したところ、着色状態ではZn金属単体の（100）面と（101）面のピーク

が確認され、透明状態ではZnO（１００）面と（101）面が生成し、透過率差はこれらの間

の相変化であることがわかった。

３）ＸＰＳの測定からこの着色現象はＺｎ金属単体のほかにGa-Zn酸化物が関与しているこ

とがわかった。

４）Ｎｄ：ＹＡＧレーザーのＴＨＧ（波長355,,,6ns）をパルス照射し、この酸化物薄膜（厚

さ50～lOOnm）にドット（０４/４ｍ径）を記録することができた。

５）予備実験として、ポリカーボネイト基板（3インチ径）上にＲＦマグネトロンスバッタ

法で薄膜を堆積させ、裏面にＡｌを蒸着法で着けて反射型にして波長406nｍで回転評価し

たところ、４０ｄＢ以上のＣＮ比を得た。今後改良すれば50ｄＢ以上のＣＮ比が期待でき、

ＤＶＤ用の超高密度の光記録膜ができるものと思われる。
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